
畿
こ
の
閲
月
一
日
で
一
千
昭
雄
市
も
四
十
八
綴
に
な
り

ま
す
。
人
間
で
い
え
ば
分
別
も
っ
き
、
人
か
ら
帽
相
談

を
も
ち
か
け
ら
れ
る
年
代
で
す
。
で
す
が
、
ち
ょ
っ

ぴ
り

d

体
力
的
に
波
界
も
感
じ
始
め
て
い
る
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
都
市
と
し
て
も
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の

必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

修
昭
和
七
年
四
月
一
日
に
誕
生
し
た
一
千
即
時
も
、
い

つ
の
ま
に
か
先
議
都
市
に
な
り
ま
し
た
。
調
附
下
で
も

凶
番
目
に
市
織
を
施
い
た
と
あ
っ
て
、
そ
の
行
き
方

が
他
市
の
判
断
材
剰
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
中

段
ど
こ
ろ
の
市
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
水
準
の
間
口
安

に
も
な
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

@
験
場
で
も
そ
う
で
す
が
、

H
古
参
、
か
い
い
げ
と

い
う
時
代
は
逃
目
ざ
ま
し
た
。
自
綴
に
な
ら
な
い
抑
制
市

は
見
捻
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
也
綴
仏
棚
、
帥
競
馬
の
収
益

が
活
カ
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
一
平
塚
は
幾

昨
吋
日
の
悶
に
本
当
に
多
く
の
事
業
を
手
掛
け
て
き
ま

し
た
。
市
民
性
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
そ
の
行
動
の

中
に
は
新
し
い
も
の
へ
挑
帥
制
す
る
気
風
も
つ
く
り
出

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
れ
ソ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
新
進
気
鋭
の
都
市

の
怒
気
込
み
に
は
闘
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ア
イ
デ
ア
の
中
に
は
学
ば
な
け
れ
、
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
く
あ
り

J

ま
す
。
殺
の
中
は
低
成
長
期
に
あ

h

ソ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

J
」
れ
か
ら
が
本
当
の
勝

負
u

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

鯵
こ
う
し
た
と
き
、
市
町
村
へ
の
権
限
移
綴
の
問

題
が
出
て
き
ま
し
た
。
一
月
二
十
六
日
に
は
県
知
事

と
孫
市
長
会
、
県
町
村
会
長
と
の
一
一
一
者
会
談
で
、
移

譲
す
る
事
務
の
締
結
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
市
民
の

た
め
に
な
る
こ
と
を
t

身
近
な
と
こ
ろ
で
|
」
と
い
う

姿
へ
一
歩
近
づ
い
た
わ
け
で
す
が
、
実
h

ソ
あ
る
も
の

と
し
て
い
く
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
ち
ま
す
。

修
市
と
市
民
、
市
民
と
市
民
、
市
と
媒
・
問
問
、
こ

の
関
係
は
そ
う
は
っ
き
り
と
役
割
り
分
制
却
を
決
め
か

ね
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
独
自
の
智
恵
を
絞
り
出
し

市
民
も
協
力
し
て

n
倒
伎
の
あ
る
都
市
H

を
つ
く
れ
ソ

出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
代
に
生
き

る
都
市
と
な
る
た
め
に
も
こ
の
こ
と
は
心
に
留
め
お

い
て
ほ
し
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。



(2) 

昨
吋
代
の
移
h

ツ
変
わ
与
に
よ
っ
て
、
都
市
と
し
て
の
条
件
幾
備
も
き
め
縮

か
く
綴
広
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
行
政
に
と
っ
て
大
変
な

こ
と
で
す
が
、
一
つ
一
つ
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
れ
ソ
ま
せ
ん
。
そ
の

つ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

H
地
域
医
療
管
遼
セ

Y
F
i
u
が
そ
れ
で
す
。

Jl31El 

ま
た
、
こ
れ
に
緩
い
て

H

教
育
会
館
μ

、

M

勤
労
会
館
u
、
秋
に
は
ヱ
世
帯

若
手
の
見
通
し
に
あ
る

H
中
央
公
民
慾
H

と
、
中
市
民
生
滋
に
密
策
し
た
線

設
が
、
こ
こ
一
寸
一
一
一
年
の
問
削
に
次
々
と
誕
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

施
設
の
横
顔
を
ご
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

む
キ
ッ
ヰ
J
Yも
備
五
た
日
開
持
保
隠
語
、

ζ
自
ほ
か
、
保
健
セ
yhml官、は、

豊
富
許
惨
消
滋
議
門
限
?
蕊
平
方
与
な
ど
を
戚
人
科
壁
、
漏
水
量
混
同
叫
診
、

W

ゆ
ず
K
'
d

懇
悩
ま
し
た
.
曙
L
、
母
親
袋
詰
宮
市
安
血
岡
山
猿
鋭
、
予
防
接
幅
引
な
と
由
金
調
と

m
d伝
滋
タ
察
部
躍
な
ど
は
る
月
ま
で
の
自
穏
設
問
し
て
使
い
ま
す
同
問
調
菜
、
一
四
徳
山
崎
セ

4

a

i

ι

届
め
て
い
ま
す
し
、
保
偲
婦
が
相
続
に
邸
宅
ナ
ー
な
ど
も
一
計
胸
し

τい
草
ま
す
。

一
一
一
月
二
十
九
日
に
問
所
試
を
寄
っ
た
物
余
体
と
し
て
、
制
局
者
四
伎
を
考
え
午
睦
蕊
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ず
る
乙
と
に
し
て
い
ま
70

ず
る
n
他
民
樹
液
釘
a
も
、
極
湖
土
搬

1
，
a
B
i
i
j
i
-
-
:
i
i守

重
霊
能
鞭
軒
部
セ
ン
タ
i
u
護
君
臨
校
し
ま
し
た
。
取
担
争
議
官
、
小
児
雪
量
セ
ン
タ
ー
い
す
府
で
ニ
一
沼
周
図
的
午
前
九
慰
安
芸
で
長
ま
…
」
清
涼
自
営
ー

は
、
四
万
一
一
お
か
ら
一
一
階
票
田

d
審
議
議
所
器
議
室
内
耕
、
主
語
型
、
妻
も
京
大
量
警
霊
童
、
時
間
人
雪
量
し
た
。
受
胎
細
部
椙
談
、
蔀
ち
ゃ
ト
リ
F
H
M
M
.
リ

.

〓

鎚
セ
y
タ
i
必
昔
、
問
問
問
月
六
日
か
ら
一
室
、
品
開
掛
給
調
箆
一
議
ぺ
持
制
袋
、
レ
ま
す
o
c
m
wほ
か
四
時
鼠
に
つ
い
て
は
ど
罰
則
被
務
箆
〈
八
十
・
閥
単
万
波
)
、
ゐ
潮
鏡
、
筋
人
間
杓
端
談
、
品
目
指
椅
淡
な

H
4
1
E
E
・
5
・
1
1割
畳

階
部
分
の
M
体
制
芯
底
油
相
叫
品
川
M

如、

y
ト
ゲ
Y
護
な
ど
が
あ
担
ま
す
。
ζ

の
診
蝦
舟
町
践
一
績
か
市
内
の
復
焼
宇
紹
介
一
一
一
十
三
一
投
融
の
制
慾
で
宜
説
話
開
改
係
閣

P
L応
じ

ま

す

。

吋

犯

蹄

5
日
比
時
保
健
セ
ン
hmlで

そ
れ
ぞ
れ
化
績
を
陥
め
ま
す
。
診
躍
聞
は
、
平
按
市
底
的
虫
、
終
鵠
掛

一
月
り
、
五
万
一
詰
広
報
ひ
ら
つ
か
広
度
議
採
語
、
護
市
中
部
議

で、
ζ

の
施
設
の
内
容
と
悲
喜
を
望
号
一
一
一
郎
ヂ
重
品
目
「
益
事

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
市
川
桜
す
あ
く
ま
で
も
休
筒
(
漆
間
)
の
急
患
を

吾
と
思
い
ま
す
が
、
お
さ
ら
い
の
認
時
数
う
も
の
で
す
。
初
診
、
再
議
と
い
つ

で
、
と
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
よ
う
な
制
摘
は
で
者
ま
せ
ん
。

恐
て
た
所
は
、
中
出
品
一
一
一
十
四
&
十
七
珍
概
T
品
自
は
、
悶
印
刷
同
口
、
祝
民
、

汚
で
、
市
マ
話
回
野
中
小
絞
め
北
開
に
部
米
咋
蛤
〈
十
一
一
河
一
ニ
十
五
割
か
ら
一

あ
た
り
ま
す
。
放
地
諸
問
秘
は
一
…
千
四
G

月
一
一
一
鼠
〉
で
、
平
自
は
行
い
ま
せ
ん
。

六
十
六
・
一
一
平
方
民
、
銑
筋
コ
y
ク
訟
料
時

mは
、
阪
両
と
し
て
受
げ
付
げ

5
1ト
滋
り
の
こ
一
前
加
盟
て
を
、
M

鴨
川
一
千
が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三

一
一
一
時
四
十
五
こ
一
八
平
方
討
で
す
。
恐
十
分
ま
で
で
、
診
鞭
は
午
前
十
時
か
ら

ら 令か

!、市民が縫う按控Jl!，ょうとは滋しも

正大学冊綴ともいうべ意処在手数跨の

たに誕祭する数向島錦、筒?止畠w，に

、市庁命を盟百むかのように街時の間

には、なお努力11'&、擦でしょう。

二内六十一一一

e
O
一
辺
方
初
、
強
浜
設
さ
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

と
し
て
二
億
二
千
八
一
円
万
円
ほ
と
』
を
か
っ

J

憾
に
は
、
い
す
一
唱
の
み
の
掛
合
で

け
て
い
ま
す
。
一
九
一
山
穴
十
へ
を
明
容
で
書
る
人
命
説
話

正
式
名
称
栓
n
平
沼
市
教
問
υ会
館
H

が
あ
り
ま
す
。
蝉
A
U
や
説
話
混
同
刑
者
初
出

と
し
た
こ
の
処
物
は
、
「
広
間
の
学
校
げ
て
研
障
や
誠
治
会
な
ど
に
山
間
五
え
る
よ

に
勤
捕
す
る
敢
暁
斜
守
倉
敷
ぼ
関
係

2
Lし
ま
し
た
。

，
i
J

、

詮

主

霊

安

C
L
」
害
事
噌
申
B
除

H
E
t
e

器
第
葉
、
四
昨
季
ぬ
い
る
」
己
の
式
会
議
議
嘉
手
議
合
は

i
八
会
講
堂
霊
ま
た
時
制
時
半
史
将
司
二

{ノ
d
d
{
4
占
晶
子
議
伝
子
に
イ
A
E
場
晶
T
h
官
ね
灯
i
q

と
し
て
お
り
、
一
般
の
議
と
草
子
む
料
と
な
っ
て
い
ま
す
u
午
前
一
一
千
内
、

一
伽
諮
問
時
時
は
お
お
読
み
抑
制
削
減
税
同
一
期
間
一
市
川
町
M
U
山
中
諮
問
十
一

話
題
幕
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
語
調
講
な
わ
な
い
産
主
て
の
磁
器
、
盤
コ

y
p
D
l
会
J

一
題
、
義
母
交
流
量
と
も
利
用
喜
義
器
、
午
前
九
よ

い
ま
す
明
文
化
セ
y
h
?の
一
角
に
位
あ
り
ま
す
辱
の
一
一
一
綾
寝
室
官
、
延
べ
の
刷
出
訟
は
一
ず
な
る
議
選
会
、
閣
制
潟
、
議
、
間
ヱ
な
ら
午
捷
九
時
一
一
一
十
分
竜
で
で
一
、
思
の
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八穐山

今均 偶醐

ζ ニヱー咽
おいへいに閉まれていた第二海軍火薬液。この地にιのような文化施設が波注し

予測し熔なかったことであDましょう。地の君主目よいおtも童話された乙の主主に、市上

潟、そして市民裕被の1晶が止められたζ とは本滋に砦せでした。文化セYターに軒

続縫して:!l!てられつつある勤労金館、鈴5施設計に入品中出公hミ燦といった具合いに

に:;r.U話していきます。 ζれらをいかに活用しあすの鍛在分かち合える尚としてい〈

仮称中島幸王震鰐 ミエコンべによって採用古れた完成予想随匂今後、顎器寵殺針吾絡み工事務芋する

村
窓
会
事
担
問
え
た
必
器
会
と
し
主
的
ア
ト
ロ
ェ
、
襲
、
愛
器

用
四
時
出
a
は
、
際
世
す
争
X
化
セ
ン
タ
ー
の
な

rの
工
会
出
尚
一
門
寄
金
般
の
時
間
雨
出

勤
労
金
鍔
な
ど
と
田
総
長
効
現
役
期
待
窓
一
y
yテ
ィ
ヱ
活
動
的
際
的
関
翠
お

し
て
、
「
問
闘
が
れ
た
公
鈴
館
、
い
つ
で
提
出
mw
掛
と
し
て
、
岱
酪
に
な
朝
間
用
い

も
織
も
が
岡
部
に
使
え
る
」
と
い
町
議
た
だ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
チ
ィ
コ
ー
ナ
ー
な

袈
蕗
ん
営
苦
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
ど
設
投
一
け
ま
す
。

中
去
V

ハ
ム
日
民
館
と
し
て
は
か
な
り
ユ
ニ

1

1
一筋は、

J
T間
的
動
的
弱
H

と
し

ク
な
も
の
が
な
雷
あ
が
b
ま

す

。

ま

し

た
ι

詩
吟
中
日
比
舗
な
ど
の
総
務
に

地
下
一
階
、
地
上
内
出
附
磁
て
自
乙
の
館
文
争
ょ
う
訪
問
h
設
財
閥
按
じ
た
品
滋

建
物
を
、
霊
室
長
雪
霊
法
的
託
、
や
は
担
一
防
護
織
の
あ
る
刊
誌
出
抵

抗
可
、
お
雨
間
し
や
す
い
よ
フ
に
し
た
の
も
一
般
の
余
説
話
か
一
品
目
盟
、
和
問
誠
一
一
録
、

め
宇
治
F
Uい
設
計
で
す
し
、
汁
出
に
絹
茶
識
を
設
け
た
ほ
か
、

m縦
横
以
な
と

熔
幅
韮
C

る
絞
語
コ
ー
ナ
ー
、
宮
、
、
豆
町
一
窓
側
瓦
た
問
凶
作
伸
迎
秘
話
一
聖
法
り
ま
す
。

テ
イ
コ
ー
ナ
ー
、
問
体
述
厳
援
な
主
を
問
幅
削
は
、
か
レ
ク
D
Z
Iシ
a
v
J活

設
け
た
由
も
特
徴
の
一
つ
で
す
銅
励
の
掛
N

と
し
て
い
き
ま
す
。
い
す
の

ま
ず
一
婦
で
す
が
、

ζ
ζ
は
n
人
々
掛
合
で
一
一
一
護
人
明
ど
入
れ
品
ス
テ
ー
ジ

が
ふ
れ
あ
い
文
化
を
ほ
ぐ
〈
む
掛
u
と
村
幸
町
大
畠
滋
怒
1
A
M
お詔一一一一設な
E

し
ま
し
た
e

七
百
四
照
定
席
者
刊
す
る
で
ま
と
め
ま
す
。

ホ
ー
ん
を
中
心
に
、
泥
沼
授
、
殺
銘
コ
こ
の
よ
吉
一
応
、
中
央
民
間
同
郷
と
し
て

!
ナ
i
、
昭
茶
袋
!
溺
璃
潟
村
鐙
な
ど
は
従
綴
同
地
ゃ
れ
な
か
っ
た
内
容
を
鐙
百

を

設

け

ま

す

。

込

ん

で

い

ま

す

む

、

そ

の

議

終

か

ら

し

一一樹聞は、

MHXM仙
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
て
も
県
下
路
一
の
も
由
で
あ
る
?
と
、

色出町
H

と
し
て
お
り
、
市
民
ギ
ゴ
一
3
2
見
で
い
ま
す
。
オ

i
プ
y
は
、
沼
和
五

ー
と
し
て
由
壌
市
問
題
、
創
憎
活
動
的
損
十
封
印
十
四
月
の
予
定
で
す
。

v

門
唱
ど
の
完
投
向
」
の
掛
と
し
て
の
叩
夕
刊
叫
桜
祝
日
、
日
開
呂
、
伴
末
年
始
〈
十
二
月

唱

笈

季

五

設

け

ま

し

ず

ヲ

二

十

八

日

M
h
r
b
万
何
日
ま
で
〉
、
問
問

M

六
出
聞
は
、
小
・
中
会
議
議
、
甜
山
首
を
月
一
門
円
な
ど
を
休
館
日
と
し
て
い
ま

設
け
ま
し
た
が
、

ζ
C
4で
は
M

崎
市
も
で
す
。

大金線認ステージ在持っこの金援豊富1;):研静や鱗j産会などに利用古れる

割
く
人
の
た
め
に
、
七
月
の
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昭和55年3s31民 議五害義ひら令か

吉れた限五百I!IJ吉ん(，+，部二軍部面TUJ部在住〉の好績がいま災!JつつあDます。モF臥たちの宿泊キャンプや

穂却の交流の溺として、いまコニ出乎党習のI1J桝こ殺担つつある Q仮称悲喜華宵少年の家、がそれです。

車くから市民の閣で!'t1哨語れていた梅主だけに、そ¢民主泌が持ちとおしいといったとζ ろです。

畢 2~吉主主てわ格的経耳都在中年ャンア潟、 L広務など野タト施設を若草品苫1 ，盟

iこあ担ますが、日召示fl54i'!'，!l!:でi況に排J女工事や迎磁:亡君をすすめましたし

綴lBCIl理閣のL昭島設計も完了しています。あと拭諮ヱ

在時三)c，まか告です。

嘩 したがって、引き続きtむ担55年波立宿泊!1

溜織の絵設にお乎します。ヱま撚の南務官ヰ顕在京j

mして盟iてられ品ζの'l:'l耳主税からLよ:~富士山も認

めます。心健やかな子{柊たちo哨廷に必ずやプ

ラスになるζ とが'"いでしょう。

噛もうひと護お持ち〈ださい

ζのZまF宅地Lこt止、モ"の木の問主主

や、アカシヂ、モミミジ叛など56斜125

殺の掛物がみられますa こうした窓

まれた肉然部地の中で、子慌たちが

悌ぴ伸びとすなす草幼時iに浮んで君

ます。むとしの変;立時潔ですが、来

年のJiIJこは軍IjJljで嘗ます。

鍾診 穂波の晶らきまし

場所 市内土M宇王喜怒2706~ 1 

街積約28，0∞平方言Z

裕治管理主拍 車史初コ/'PJJート

滋!J2鰐践で、延 825.8平方

称、 1階一朝核(!日見) 2 

議、ロビー、食堂、浴rをさなど。

2綿一和策(12殺) 3?豆、

初寄主主10猿) 2設、認金需

(108.0平方お) 1集。

野外雄投揺奈良つ君炊事礎技、

野外食:J.;IlOiう1問、 1.100平方

むFのキ"'/'ブ渇〈テント10人

用 7，説〉、中央詰(1.430 

平方拡〉控合む広織5-nlT!耳、

--}，"j 70合協のf'ik:部封書。

緑地約20， 0∞平方~;;;"

キャ

立場

号外

緑地

。駐議場

鼠;路
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